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あるO すなわち。軸剛性の不足のために高速回転が不可能なロールに比べて， 3 倍以上の高速回転 (2










































いて調査し，ロールを用いる従来法と較べて 3 倍以上の高速回転 (20 ，000rpm以上)が可能であるこ
とを理論的および実験的に明らかにしている。また熱効率が高い内面溝付きパイプを製造するため
に，パイプの内側に浮きプラグを使用して加工を行い，この方法が空調機器用の内面溝付きパイプの
製造に適していることを示している。さらに，内側にセラミックス，外側に金属パイプを配置して本
方法でかしめることにより，接合強度の高い複合パイプを得る新しい製造方法を提案しているo
以上の成果は，パイプの縮径加工に関し，有益な新しい知見を得ており，生産加工技術の進歩に貢
献するところ大であり，博士(工学)論文として価値あるものと認める。
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